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次　回
３月22日の
例　会

国際ロータリー第2620地区ROTARY : 
MAKING A DIFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす

★東山荘講堂
★12 ： 30点鐘
★ランチコンサート　瀬名ちはや様
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3/8の出席報告

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

60名 56名 48名 85.71％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

神谷高義君・勝又　厚君・勝間田太住君
斉藤礼志君・鈴木善明君・若林洋平君・山口幸男君
山内強嗣君
 

前々回の
確定出席率

2/22のメーキャップ

２月16日

２月22日

２月22日

２月22日

裾 野 Ｒ Ｃ

Ｅ ク ラ ブ

Ｅ ク ラ ブ

長 泉 Ｒ Ｃ

内海宣彦君

秋田　敬君

若林洋平君

山内強嗣君

欠席者
（８名）

第2508回　例会プログラム

●会員誕生日／３月15日　勝又敏雄君
　　　　　　　３月15日　神谷高義君
●夫人誕生日／３月21日　鈴木崇司君　ご夫人　三千代様
●皆　出　席／３月９日　鈴木善明君（１年）
　　　　　　　３月11日　秋田悦夫君（19年）
　　　　　　　３月11日　豊山　篤君（14年）

会　員　慶　事

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／
　ブレンダー世界最優秀賞受賞（水と衛生月間に因んで）
　キリンディスティラリー　富士御殿場蒸溜所　田中城太様
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国際ロータリー
第2620地区

週報御殿場
ロータリー
クラブ

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会 長 挨 拶
　本来なら２月中に使われるべき三寒四温と言う言葉も御殿場ではこの頃の気候の様で、
まだまだ雪で休会という恐れも想定しなければならないかも知れません。
　さて、春休みが近くなると私の業界では、家族連れのお客様が増えてきます。全体的には親御さんにお子様
が付き合わされている様に感じられ、お子様の付き合いも大変だと思う事が多いのですが。
　今週も先週と同様、お客様の苦情を弁護士が解説した冊子の事例から、また一つお話させて頂きます。
　パック旅行の当日の取消料の件で、空港に着きチェックインも済ませた後で同行する子供の熱がますます高
くなり、予定のハワイ旅行を取り消す事として旅行会社に連絡したところ、当日のチェックイン後の取消であ
るので、パンフレットに記載のある通り100％の取消料であると言われ納得できないというもの。
　このケースでは旅行会社側に誤りがあり、契約条件が記載されている約款に、旅行開始後の解除あるいは無
連絡の不参加の場合は100％の取消料と書いてある事を前提に旅行会社は判断しています
が、ここで言う「旅行開始後」の定義が「サービスの提供を受ける事を開始した時以降」
という事になり、「乗客のみが入場できる飛行場内における手荷物検査などの完了時」が
「旅行開始後」となるため、このお客様のケースでは開始前の当日取消で、なおかつ無連
絡でないため50％の取消料という事になります。ちなみに、ＪＲなどの交通機関の場合は
改札を通過した時、バス旅行などの場合はバスに乗車した時を旅行開始としています。

会長挨拶用
ＱＲコード

勝 又 　 洋



勝又　　洋
秋田　悦夫
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　御殿場・小山地区はこの20～30年間で急速
に都市化が進み、それにより、かつてのふるさ
との景観・自然・歴史も失われつつあります。
ふるさとの歴史を知ることは、自分自身を知る
ことにつながります。失われつつあるふるさと
の記憶を、こどもたち一人ひとりの胸に留めて
もらいたいと願い、ふるさとの歴史に触れるプ
ログラムも実施しています。その一例として、
唯念上人の足跡を訪ねる自転車の旅をご紹介し
ます。

　唯念上人は、上野奥の沢で50年間修業を積み
ながら近郷近在をめぐり、人々に加持祈祷や薬
方を施し、慕われていました。その足跡は駿東
地区のみならず、伊豆、相模、甲斐までに及
び、各地に特異な書体で「南無阿弥陀仏」と刻
まれた上人揮毫の名号碑が残され、その数は千
基に及ぶと言われています。
　そして、その足跡を訪ねる自転車の旅には、
40名のこどもたちが参加し、３日間で延べ18
時間半かけて約80km走行し、14カ所の名号碑
と上人修行の場、奥の沢を訪ねました。
　こどもたちが自らの脚で身近な歴史を訪ね、
触れることにより自分たちが暮らす土地の魅力
に気付き、ふるさとを大切に思うきっかけとな
ると願って、これからもこのような活動を続け
たいと思います。

白 鳥 裕 之 様

東山荘ネイチャープログラム
主　任

こどもチャリンコキャンプ
故郷の歴史を訪ねる自転車旅

大胡田明寿

司　会
鎌野篤志君

ソングリーダー
池谷正徳君

出席報告
芹澤隆博君

会員誕生日
内海宣彦君　　秋田悦夫君
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